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漁業経済学会　短　信

第3　9回漁業経済学会二大会の戸口象

私は徳島県で水産業改良普及員として働く自治体労

働者です0 70年代以降の構造不況で企業誘致がままな

らなかった徳島県でも87年にリゾート法が制定されて

以降､県下の多くの自治体が金太郎飴のようなリゾー

ト構想を作成したのです｡それは高度経済成長の波を

くぐり抜けた漁業の新たな生産基盤の縮小をもたらす

かに見えるものでした｡

シンポジュウムの報告の中の都市近郊､とりわけ東

京圏の現状の報告は､私の管帝する過疎化の進む漁村

地区の現実とはかなり隔たりがあるものでした｡私の

担当する地区では漁業が産業の基幹的位置にあり､漁

業の振興が地域の重要な課題である場合があります｡

過密と過疎という人と産業の配置の極端な不均衡状態

が､地域社会における漁業の相対的位置づけを違った

物にしているわけですが､地域漁業の振興を通じて過
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疎地域の活性化がはたして可能なのかという問題意識

を私は抱いています｡しかしそうした地域でも､外部

資本の導入が可能であれば漁業が排除されるであろう

ことに変わりはなく､経済効率優先の考え方が前提に

なっているといえます｡確かに高齢化に象徴される農

林漁業の労働力構成の劣化は産業解体を準備している

と言えるもので､将来の夢を掃きがたいという現実が

あります｡そのことに関連してシンポジュウムの中で

も､漁家が親水性産業を取り込むことによる兼業機会

の増加は､沿岸漁業の再生産を保障するものではなく

縮小再編を助長するのではないかという議論がありま

したCやはり沿岸漁業の振興は現状では困難な課題な

のでしょう｡また､シンポジュウムで強調された､沿

岸漁業の社会的機能を評価しようという議論は示唆に

富んだものでした｡第一に漁業が自然の生産力を前提

にした産業であり､自然の維持機能を内包していると

いう指摘､第二に沿岸性の公共的性格がますます強ま

り､その利用のあり方は従来の私権対私権の関係に替

わって国民的合意に基づいて決められるべきだという

指摘です.敢えて言えば､沿岸漁業の社会的機能に関

連して､過疎地域では漁業が地域の虚業連関で重要な

位置を占めることがあるということも列記されるべき

でしょう｡

国民的議論の中で漁業の社会的意義が長藤されると
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すれば､同時に漁業生産及び漁業者の行動に対する批

判と業界内での議論を不可避とすることが予想され､

それはシンポジュウムでの漁業補償､ ｢迷惑軌に関

しての議論に示されていたように思います｡ ｢漁業で

生活できる梅を｣というスローガンは､環境問題が切

実な課題になっている時だけに説得力があります｡地

域漁業の振興を考える上でもこの国民的な合意に基づ

く漁業の位置づけはぜひ必要で､その上でしかるべき

施策の展開が急がれていると思います｡

(徳島県南部地区水産業改良普及員駐在所)

男等3　9会漁業経済学会大会幸艮告

5月30日(土)～31日(日)の両日､東京水産

大学において､第3 9会漁業経済学会大会が開催され

た｡

第1日の一般報告では1 8題の報告があり､一部会

場を2つに分けて実施された｡また､第2日のシンポ

ジュウムは『沿岸域の多面的利用』のテーマで実施さ

れ､両日とも多数の参加者を得て活発な討論が行われ

た｡大会プログラムは次の通りである｡

く一般報告〉

1 ,東カリマンタンにおける汽水養殖経営の分析

長崎大学大学院　ジュリアンシャ

2 ,インドネシア漁村にみる漁業発展と漁家経済一

北スラウェシ､モロンバー村の事例一

鹿児島大学大学院　オディ. A.マヌス

3 ,共同漁業権の権利主体に関する最高裁判決につ

いて

明治学院大学　熊本-規

4 ,明治漁業法による専用漁業権と漁業管理一特に

昭和1 0年代を中心とした専用漁業権の更新期

を中心として一

日本大学　山本　息

5 ,沿岸域管理計画と沿岸漁業

東海大学　草川恒紀

6-a,伊豆大島における水産物流通について

東海大学大学院　川村拓也

6lb.日韓水産物貿易構造変化について

東京水産大学大学院　張　瑛秀

釜山水産大学　李　柔来

7-8,宍道湖漁家の経済構造

島根大学　伊藤康宏

7-b.フカヒレの生産･流通･消費形態の変化とその

特質一日本､香港､シンガポール､インドネシ

アを中心として-

愛知学泉大学　鈴木隆史

8-a ,河川漁業衰退過程の研究

水産庁　桜井政和

8-b,ダイビングスポット開設が漁村の活性化に果た

す役割

中央水産研究所　田中克哲

9-a,日本における魚の食べ方

東京水産大学　水口意哉

9 -b ,都市近郊漁村の選択一神奈川県小網代地区にお

ける事例一

中央水産研究所　佐野雅昭

1 0 ,内水面資源利用の経済効率性と規制政策に関す

る計量経済学的分析-フィリピン､サンバロッ

ク潮におけるティラピア養殖の事例研究一

筑波大学大学院　R.し.タン

筑波大学　樋口貞三

日本学術振興会特別研究員　本間哲志

1 1 ,東南アジアのエビ養殖業がかかえる問題点-

タイの事例を中心として-

東南アジア漁業開発センター　菊池章裕

1 2 ,鹿児島湾のマダイ放流事業に関する経済学的一

考察

鹿児島大学　松田恵明

鹿児島大学　ジュリタ･ウンソン

1 3 ,輸入水産物と中央卸売市場
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大阪中央卸売市場　酒井亮介

1 4 ,鮮魚消費の動向分析

農林中金総合研究所　大塚秀雄

農林中金総合研究所　鈴木里子

〈シンポジュウム〉

テーマ: 『沿岸域の多面的利用』

1 ,沿岸域の多面的利用とその性格

北海道大学　増田　洋

2 ,沿岸漁場における海面利用調整について-相模湾

を事例として-

(株)地域開発研究所　山下正貴

3,油洋レクリエーション利用-マリーナ経営の現状

と今後の課題-

(樵)水土舎　乾　政秀

4 ,遊漁船業経営の実態と沿岸域利用

東京水産大学　宮沢晴彦

5 ,都市近郊沿岸域における漁業的海面利用の位置づ

け

東京水産大学　馬場　治

コメンテーター:倉田　亨､田坂行男､山下束子

総合討論､司会:鈴木　旭､小野征一郎

く総会議事〉

1992年5月30日午後1時～2時に総会が開催されたo

議長に柿本典昭氏を連出し､鈴木旭代表理事の挨拶の

後､下記の講和こついて審議した｡

1 , 】991年度事業報告

199Ⅰ年度の活動報告を行った｡会誌発行(91年度は

4号発行) ､短信発行等｡

2 , 1991年度会計決算報告､監査報告(資料1参照)

に引き続き会費未納入着の督促を行い､会費納入状

況の改善が図られた｡

3 , 1992年度事業計画案

･第48回大会開催地は東京(束京水産大学)で行う

こととした｡

･シンポジュウムテーマについては｢漁村労働力の
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存在形態｣となり､コーディネーターは堀口健治氏

(早稲田大学)にお願いすることとなった｡

･漁業経済学会40周年記念行事を､第川回大会期間

中に開催することとなった｡その内容は､記念講演

会と記念祝賀会を行うことでほぼ合意したが､詳細

は鈴木旭代表理事と大海原宏氏の両氏が中心となり､

実行委員会を設けて詰めてゆくこととした｡なお､

記念行事のために大会期間を3日間に延期すること

については､ ｢従来通り2日間に抑えてほしい｣と

の反対意見が出された｡

･その他､会誌編集方針(年4号発行､特集号｢沿

岸基幹漁業の展開と構造｣の企画) ､短信発行方針､

新事務局体制(資料2参照)等が審議された｡

4, 1992年度予算案(資料3参照)

40周年記念事業特別会計引当金として20万円を計上

することの他､事務局費､会歳費の増額等が東話さ

れた0

5 ,学会会則､学会誌投稿規程の一部改正について

｡漁業経済学会会則に､下記の第12条を付加した

(従来の12条以下は繰り下げ) 0

第12粂学会誌｢漁業経済研究｣の編集と発行のた

め編集委員会を置くo編集委員会の規程は別に定

める｡

･新しい学会誌編集委員会規程､投稿規程､執筆要

領が東話された(詳細は次号学会誌に掲載) ｡

6 ,学会賞選考委員会報告及び学会賞授与

｡学会賞　片岡千資之氏　『南洋の日本人漁業』同

文館

多屋勝雄氏　『国際化時代の水産物流通』

農林統計協会

･学会奨励賞　該当者なし

7 ,学会賞選考委員の選出

小野征一郎､八木庸夫の両氏を改適し､浦城晋一､

増田洋､片岡千賀之､中井昭の各氏は留任する｡新

たに秋谷重男､長谷川彰の両氏を逮出したo



在京理事会報告

･学会誌編集委員会について

総会で決定された方針にしたがって､編集委員会規

程に基づく投稿規程､執筆要領の運用について議論さ

れた(その結果は後記編集委員会からのお知らせを参

照) ｡また､次年度特集号の企画について討論し､継

続的に行われている諸調査の中からテーマを選定する

という集が示されたが､今後地方理事等からも意見を

募り､編集委員会で検討していくこととなった｡

･次回大会のシンポジュウムについて

テーマ｢漁村労働力の存在形態一特に若年層の就業

形態と過剰人口概念-｣に沿って､種々の論点につい

また､報告者秦として秋山博一､加瀬和俊､長谷川

健二､島秀典､服部昭､三輪千年の各氏の名前が上が

り､今後コーディネーター(堀口氏)を中心に人選を

進め､研究会を実施することとなった｡

･ 40周年記念事業について

記念行事として､記念講演会と記念祝賀会を大会第
一日目に行い､大会期間は2日間とすることが確認さ

れた(懇親会を記念祝賀会に代える) ｡また､実行委

員会を今秋中に開くこととなったo

･大会以後申込のあった入会希望者9名の入会を東認

した(氏名等は後記) ｡

て議論した｡そこでは､主な論点として①3トン未満

層の動向､ ②不安定就労層の抽出､ ③その過剰人口概

念との関係､ ④後継者確保の条件等が示された.

学会言志勅毒集貞会カ､らのお菜ロらせ

･編集委員会規程に基づく投稿規程､執筆要領の運用

について

学会誌編集委員会(委員長　秋谷重男)

このことについて､文部省刊行助成金獲得との関連

で実施することを第39会大会総会で了承され､ 7/lo奄

京理事会にて確定しましたので､下記の通り報告し､

会員各位の理解と協力を求めますo

①英文抄録の付加については､投稿論文の提出･受

領の段　階では義務づけない｡編集委員会規程第8条

の審査に基づき､ ｢論文｣として受理が決定した段階

で､付加を義務づけ､執筆者に要請する｡但し､シン

次期シンポ=-ディ　ネ

先般の漁業経済学会の理事会で､秋山氏と私が来年

度の学会シンポジュウムの世話役を依頼され､その後

準備作業を行ってきました｡ 9月15日には全員が集ま

って議論を行いましたoその内容を紹介します｡但し

堀口の理解でまとめていますので､詳細は今後の短信

ポ等の特集号については､論文提出の段階で付加をお

願いする｡

②英文抄録は､ 100単語前後のボリュームとする｡

③英文抄銀の提出は､和文抄録(400字前後)の提

出に替えることができる｡この場合は編集委員会の責

任で英文抄録に翻訳する.但し､翻訳に必要な実費

(5千円以内と考えています)は､ ｢論文｣提出者の

負担とする｡

④以上の編集実務のため､編集委員会を強化する｡

･タ-カ､らのお突ロらせ

堀口健治

等でなされる報告者の報告要領を参照下さい

最近の業績としての　漁業就労活性化地域実態調査

報告書　(全魚連)が挙げられ､これを中核に論点を

進めるようにとの強力な示唆が理事の何人かの方から

ありました｡私が報告書を一読した限りでは､ (ア)若

-4-



年層漁業参入率と一般経済成長率にかなり強い関連が

あること､州その若年層は母村との間を出たり入っ

たりする可逆的な出稼ぎパターンをとっていること､

(ウ)沿岸漁業の労働力の問題を詰めるのに､沿岸漁業

内部や中小漁業との関係よりも､むしろ漁村の労働力､

地域における労働力と漁村外の労働市場との循環を大

いに問題にしているように受け取りました｡ (エ)また､

漁業センサスを用いて自営漁業就業者数の年齢別数の

変化(コホート分析)を見ると､この5年間でいずれ

の階層にも増加は見られないものの､漁業生産力の程

度に応じて地域別にその減少率には差があることが言

える｡すなわち漁業生産力の高低と労働市場の展開の

両規定により後継者の確保率が規定されるとのことで

す｡

しかし､回について言えば､後継者がいてこそ漁

業生産力が高まるのでしょうし､逆規定もありそうに

思えます｡いずれにせよシンポジュウムではセンサス

の分析や実態調査結果の分析も報告者によってなされ

なければならないと思います｡

1)来年の学会シンポテーマ名

漁村労働力の存在形態一過剰人口論の再検討-

2)議論すべき論点

①3トン未満層の動向:着業や廃業､自営漁業就

業者の年齢別数の変動等の分析を通じて､地域別に

も見ながら､景気変動との関係､及び漁業生産力と

の関連をも検討する｡この層の中で､不安定就労層

とでも呼ぶべき層が概念的に抽出できるのではない

それを現代の過剰人口と理解してよいか｡

③とりわけ若年層は主体的に就業の選択をしてお

り､可逆的出稼ぎとも言うべきもののように見える

ので､少なくとも主観的には彼らは過剰人口とは認

識できないであろう｡前項とどうかかわるか｡

④もっとも既存の纏常にすべて後継者が必要だと

いう立場にたてば､後継者の不足は時間当たり所得

が漁業外産業と競争できない漁業にあるということ

になる｡縮小過程にある沿岸漁業でも生産力引き上

げと後継者確保を結びつけて､相応の所得確保､若

手就業者の増加という方向性を兄いだせないのか｡

3)報告者

･問題提起:但し20分程度の短時間～秋山

･沿岸漁業における生産力と就業選択一漁業センサ

スを中心に- (センサス等の統計分析を通して､景

気変動と就業率との連動性､その地域的特性､さら

に上記の(丑をカバーする) ～加瀬

･若年漁村労働力の主体的就業選択(特に若年層の

就業構造の変化と出稼ぎ) ～島

･漁民層分解と過剰就業(実態調査と長谷川氏が従

来から行ってきた階層分解論との結合を図る) ～長

谷川健二

｡都市型漁村における漁業就業形態(純漁村からな

されるであろう上記の議論に対して､都市漁村の側

からの過剰人口問題の提起ないし批判) ～三輪

4)司会者:秋山及び服部

コーディネーター:秋山､堀口

か｡

③就業人口が景気と連動しているように見えるが､

二事務局カ､らのお突ロらせ

◆会員動向
一新入会負の紹介一

下記の方々から入会の申込があり､在京理事会で入

会が承認されましたのでお知らせいたします｡

植松英男(三重大　大学院)

壬　亮(真水大　大学院)

オテ'ィ.A.マヌス(鹿児島大学　大学院)

小野寺五典(東京大学　大学院)

祭　坤州(東水大　大学院)

桜井政和(水産庁)

ゾユ[)7ンシャ(長崎大学　大学院)

日高　健(福岡県漁政課)

湯浅明彦(徳島県水産課)

◆寄贈文献
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学会事務局に次の文献が寄贈されました｡御礼と共

に報告いたします｡

･伊藤康宏『地域漁業史の研究一海洋資源の利用と管

理-』 ､農文教､ 1992.8

･野島直人『横浜市中央卸売市場水産物部情報化等基

礎調査報告番』 ､横浜市中央卸売市場､ 1992. 3

･同　　『平成3年度国内外における調査研究及び

関連情報の収集調査(食肉中に含まれる残留有害物

質) 』第-分冊､第二分冊､社)日本食肉加工協会､

1992.3

･Tadashi Ya皿amOtO and Kevin Short 『Internation

al Perspectiyes on Fisheries比anagement』 ､ ZE

NGYOREN､ 1991.9

｡墳一郎『オホーツク沿岸におけるホタテガイ漁業の

漁業管理』 ､水産振興第295号､ 1992.7

･ 『沿岸漁業経営地域実態調査報告書一瀬戸内海機船

船びき網漁業-』 ､全漁連､ 1992.3

･ 『漁業共済事業調査研究事業報告書一定置漁具を中

心とした漁具共済制度に関する調査研究-』 ､全国

漁業共済組合連合会､ 1992. 3

･宮沢晴彦『釣り客ニーズの特徴-アンケ:ト結果の

分析-』全国釣船行協同組合連合会､ 1991. 12

◆水産学研連シンポジュウムについて

日本学術会議水産学研究連絡委員会主催のシンポジ

ュウム｢地球環境と水産業一地球にやさしい海の利用

-｣が､ 1992年8月7日､東京･日本学術会議講堂にお

いて開催され､漁業経済学会も共催団体として名前を

連ねました｡なお､演者と演題は次の通りです｡

I,水産資源の利用と環境保誰一鯨の場合一

大隅清治(日本鯨類研究所)

2,公海流し網漁業の虚像と実像

畑中　寛(遠洋水産研究所)

3,必要な魚だけをとる方法

東海　正(東京水産大学)

4,マングローブを生かす水産養殖

陸島史夫(東京水産大学)

5,海のゴミ問題

兼広春之(東京水産大学)

6,環境造成による沿岸の保全

糸列長歌(東京水産大学)

◆会計関係

･今年の会費納入がまだの方は速やかな入金にご協力

下さい｡

振込先:郵便振替　東京8-71596､加入者名　漁業経

済学会

･堀口健治､小野征一郎偏著『日本漁業の構造分析一

縮小と再編の論理-』農林統計協会､の著者一同より

学会財政に755.463円の寄付がありました｡記して御

礼申し上げます｡

･東京水産大学の古い学会関係書類を保管していたロ

ッカーをこの度整理したところ､現金9,331円が発見

されましたので､一般会計の雑収入に繰り入れること

としました｡

◆その他

事務局宛下記の案内がきていますので､お知らせい

たしますo

｡worid Aquaculture'93 (水産養殖に関する国際研

究集会･展示会)

日時: 1993年5月26-28日

場所:スペイン･Torre皿011nOS (南部)

主催:World Aquaculture Society

連絡先: 〒108　東京都港区港南4-卜7　東京水産大

学

陸島史夫　TEL 03-347ト1251 FAX 03-345016992

･第1回東京国際シーフードショー

日時: 1993年6月10-12日

場所:東京晴海国際見本市会場C館

連絡先:ジェ一･イ一･エス株式会社　〒112　東

京都文京　区後楽2-8-8　瀬下ビル301

TEL 03-381418665　FAX 03-　　3814-8687
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資料1　1 9 9 1年度決算報告(1991･4-1992･3)

1.収入の部　　　　　　　　　　　　　2･支出の部

科目 冰ﾈ蠅�決穿~ ��ﾘﾋ��科目 冰ﾈ撮�決昇 ��ﾘﾋ��

会費 ��經�������1,642.000 田������会誌印刷費 �"��*�������1,973,131 蔦�#bﾃツ��

カンパ �#�������155,000 蔦CRﾃ����通信発送貨 �#�������189.885 蔦�����R�

金誌売上 �#�������379,060 ��s偵�c��!Ji務局や 鉄������LI3.631 蔦b�3c��

大会収入 ����ﾃ����307,000 ��#rﾃ����会議費 ��#�ﾃ����193.▲10▲】 都2紊�ﾄ��

寄付-金 塔�������600,000 蔦#��ﾃ����全経費 �#S������308.173 鉄づ�s2�

雑収入 鉄�ﾃ����10,560 蔦3津CC��負担金 貨 塔B������������84.260 0 �#c��ﾓ�������

小計 �2ﾃ���ﾃ����3,093,620 塔"ﾃc#��

前期漁越金 涛Srﾃ��R�957,905 ���小計 �"ﾃ��Bﾃ����2.792.481I 蔦#�經�b�
'1e越金 ��ﾃ�V��ﾃ��R�1.259.0`11 免�ﾂ��3b�

合計 �2ﾃ田づ��R�4.051,525 塔"緜#��合計 �2纉cゅ��R�'1.051.525 塔"緜#��

3.財産目録(一般会計) 4.財産目録(特別会計)

資料2　新事務局体制について

総務;宮浮く東水大)　　　会計;馬場(東水大)

組織;三木(中央水耕)　　兎送;瀬田(東水大)
ビブリオ;田中､三木(中央水研)

記録;佐野(中央水耕) ､田坂(外食総研)

編集委員会捻務;鹿苗(東水大)

資料3　1 9 9 2年圧予弊(199214-199313)

1.収入の部

科目 冰ﾈ蠅�

会費 ��ﾃS��ﾃ����

カンパ �#�������

会話売上 �3��ﾃ����

大会収入 �#s������

寄付金 田�������

雑収入 �#������

小計 �"繝��ﾃ����

前期繰越金 ��ﾃ#S偵�C��

合計 釘ﾃ�C津�C��

2.支出の部

科目 冰ﾈﾝ��

会誌印刷か �"���������

通信発送紫 �#�������

事務局焚 都�ﾃ����

会議費 �#�������

大会経費 �3�������

負担金 鼎2�����

雑費 ���ﾃ����

40周年記念 事業特別会 計引当金 �#�������

小計 �2ﾃ�#2�����

繰越金 白ﾃ�#b��C��

合計 釘ﾃ�C偵�C��
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1郷棉局

〒10Ll　北東節鳩庄治繭4-5-7

北京水産大学内

総出　03(3471)1251


